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ら常温に戻すと CISP の発現が 1 時間以内に停止することが明らかとなった。この結果から、
CISPの翻訳産物であるCISPタンパク質は低温環境下では必要であるが、通常の生長条件下
においては有害な作用をしていると予想できる。次に大腸菌で人工合成した CISP タンパク質 
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を利用して解析を行った結果、CISP タンパク質と一本鎖 RNA との結合が確認できた。この結
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オオムギで発現する遺伝子 CISP に着目し、その機能解析を行っている。そして、CISP が低温耐性を
もつムギ類特有の遺伝子であることや低温順化した根で特異的に発現上昇することを明らかにして
いる。また、CISP遺伝子を導入して過剰発現させてシロイヌナズナの低温耐性が有意に上昇すること
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最終試験結果の要旨 
 
 公聴会では研究内容をわかりやすく説明しており、質疑に対する応答も概ね的確であった。公聴会
後の審査会でも、審査委員からの専門的な質問に対して研究成果や文献等から得た専門知識に基づい
て的確に答えており、本研究科の学位授与に値する研究能力と学識を有していると評価できる。よっ
て、審査委員会は申請者が合格に値すると判断する。 
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